












　PBLとは，アクティブ・ラーニングの 1種であり，Project Based Learning と Problem Based Learningがある。
Project Based Learning の実践として親と子の自然環境セミナーを Problem Based Learningの実践としてあざおね
社中の実践を紹介する。どちらの実践も地域という現実世界をフィールドとして，そこに学生と教員が一緒に学
び・行動をする。
　地域での師弟同行型 PBLという学びを通して，学生たちは「学生同士」「学生 -教員」という学内の既存の関
係性を強めるだけでなく，地域の多種多様な他者との関係性を構築できる。関係性は相互的なものだから，この
関係性は地域の他者にとっても大学との社会関係資本の基盤となる。
　また，地域での師弟同行型 PBLは ESD（持続可能な開発のための教育）である。学生と地域コミュニティの
関係性は，自己と社会の変容の基盤となる。
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